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火のおかげで、ホノルルのチャイナタウンからペストはなくなった。
火のおかげで、家も、金も仕事も生活も、チャイナタウンそのもの
も、丸ごと焼けてなくなった。

　1899 年、ハワイのホノルルをペストが襲った。チャイナタウ
ンと呼ばれる、中国や日本からの移民が形成したスラム街が流
行の中心地となった。三人の医師がペストに立ち向かい、ハワ
イ全土に及ぶ絶対的権限を与えられて大胆な公衆衛生政策を遂
行していった。
　三人の医師はきわめて優秀だった。当時最先端の細菌学を活
用しただけでなく、過熱する世論を抑制し、現場の声に耳を傾け、
何よりもハワイの伝統文化に対する深い敬意を持っていた。
しかし三人が汚染された建物の焼き払いという策を打ったとき、
火は思いがけない突風のため燃え広がり、チャイナタウンのほ
ぼ全域が焼け落ちた。
　これは、一方では公衆衛生政策の勝利の歴史である。しかし
同時に、人種差別と帝国主義に強く影響された悲劇の記録でも
ある。
　当時の新聞や議事録、オーラルヒストリーなどの博捜に基づ
く圧倒的ディテールによって、歴史・政治的背景と複雑に絡み
合う思惑と理想と偶然が再生される。
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寝たきりをめぐる「思考実験の書」

僕らに必要なのは「下り坂の哲学」だ。
日本の高齢者人口は世界一、寝たきりも認知症も
すぐそこにある我が事だ。なのに、やれ筋トレだ
脳トレだと「健康な老い」という無理ゲーにはまっ
て死ぬまで安らげない。僕らに必要なのは「下り
坂の哲学」だ。 EBMの大家である名郷直樹さんが、
そんな僕らに「安楽寝たきり」から「ことほがれ
る死」へという道を指し示してくれた。老いを楽
しみ死をことほごう、これは僕らの時代の人間賛
歌です。 ――高木俊介 (精神科医 )

医学と自身の臨床を見つめ直す
「自省録」


